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	過酷な塩害環境の沖縄で開発された�鋼橋ボルト継手部の腐食防食技術の国際展開
	１．背景：鋼橋の腐食弱点部：高力ボルト継手部
	２．適用技術：沖縄地区鋼橋防食マニュアル
	３．検討方法
	４．取り組み状況（現地腐食環境調査）
	４．取り組み状況（防食防水テープの性能検証）
	５．今後の活動・展開
	６．まとめ

